
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年10月29日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社ツカモトコーポレーション 上場取引所 東 

コード番号 8025 URL http://www.tsukamoto.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 瀬川 健次

問合せ先責任者 （役職名） 取締役本部担当 （氏名） 小林 史郎 TEL 03-3279-1330
四半期報告書提出予定日 平成22年11月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 15,844 △8.6 956 187.5 936 194.6 364 ―

22年3月期第2四半期 17,327 △12.5 332 5.1 317 5.7 △75 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 9.17 ―

22年3月期第2四半期 △1.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 32,907 10,265 17.2 142.73
22年3月期 33,430 10,293 17.3 145.82

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  5,666百万円 22年3月期  5,790百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 0.00 0.00

23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,500 △8.0 1,300 144.1 1,300 163.7 650 ― 16.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 40,697,476株 22年3月期  40,697,476株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  995,339株 22年3月期  986,187株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 39,705,352株 22年3月期2Q 39,803,451株
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1． 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
（1）連結経営成績に関する定性的情報 
  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で回復の兆しが見られるものの、株安や円高の 
 急速な進行により、先行きの不透明感が強まる状況で推移しました。 
 このような環境下にあって当社グループは、最重要課題である和装事業の再建と洋装及びその他の事業

における既存事業による収益の安定化及び成長のための新しい事業領域の創出を図り、グループの持続的

成長のための経営基盤の確立を今年度の基本方針として進めてまいりました。  

 この結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高は１５８億４千４百万円(前年同期比

８.６％減)、経常利益は９億３千６百万円（前年同期は経常利益３億１千７百万円）、四半期純利益は３億

６千４百万円（前年同期は四半期純損失７千５百万円）となりました。 

セグメントの状況は以下の通りです。 

〔和装事業〕 

  ツカモト株式会社及び市田株式会社における和装事業につきましては、当第２四半期連結累計期間にお 
 いても売上高の減少傾向は続いているものの、企画・仕入体制の見直しと催事運営の効率化に取り組み、 

 また、年度当初からの組織構造改革の実施による経費節減効果が寄与し損益は改善しました。 

 以上の結果、当事業分野の売上高は５１億４千万円となりました。 

〔洋装事業〕 
 ツカモトアパレル株式会社におけるメンズ事業につきましては、秋冬物の受注額が増加したことに加え、

店頭への商品投入が順調に推移し、売上高は前年を上回り損益も改善しました。 

  ツカモトユーエス株式会社におけるユニフォーム及びＯＥＭと婦人テキスタイル事業につきましては、 

 ユニフォーム事業は大口受注物件減少の影響が大きく、売上高は前年を下回りましたが、利益率が向上し 

 経費節減も寄与し、黒字基調を維持することが出来ました。ＯＥＭと婦人テキスタイル事業は、売上高は 

 前年を下回り、仕入コストの上昇、販売単価の低迷により利益率が低下し、減収減益となりました。ユニ 

 フォーム事業及びＯＥＭ・婦人テキスタイル事業全体としましては減収減益となりました。 

  以上の結果、当事業分野の売上高は３９億１千万円となりました。 

〔ホームファニシング事業〕 
  市田株式会社におけるホームファニシング事業につきましては、店頭在庫適正化のため商品投入を抑え

たことにより売上高は前年を下回りましたが、店頭管理の効率化による益率改善と店頭販売が堅調に推移

した結果、営業損益は黒字化しました。 

 以上の結果、当事業分野の売上高は１２億４千６百万円となりました。 

〔陳列用器具の賃貸業〕 
  株式会社アディスミューズにおける陳列用器具の賃貸業につきましては、新規得意先の開拓に努めた結 

 果、内装工事が増加に転じ、リース関係も堅調に推移し、増収増益となりました。 

 以上の結果、当事業分野の売上高は２４億３千９百万円となりました。 

〔建物の賃貸業〕 
  当社における建物の賃貸業につきましては、新規テナントによる増収効果により増収増益となりました。 

 以上の結果、当事業分野の売上高は６億８千１百万円となりました。 

〔健康・生活事業〕 
  ツカモトエイム株式会社における健康・生活事業につきましては、新規商品の投入に合わせた積極的な

販売促進策の実施が奏功し、増収増益となりました。 

 以上の結果、当事業分野の売上高は２４億９千３百万円となりました。 

〔その他〕 
  倉庫業は大口取引先との取引中止の影響が大きく、売上高は前年を下回りましたが黒字基調を維持しま

した。研修センター運営事業は景気停滞に伴う研修センター稼働率の低下傾向が続き、減収減益となりま

した。また、セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用によりセグメントの構成を変更したことに

より、当事業分野の売上高は３億５千７百万円となりました。 
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（2）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金が５億３千３百万円増 

 加、受取手形及び売掛金が１億８千５百万円減少、有価証券が３億７千９百万円減少したこと等により流動 

 資産が７千４百万円の増加となりました。また、投資有価証券が６億１千８百万円減少したこと等により固 

 定資産が５億９千７百万円減少し、資産合計は５億２千３百万円減少の３２９億７百万円となりました。 

  また負債の部では短期借入金が５億７百万円減少したこと等により流動負債が３億４千８百万円の減少 

 となりました。また、繰延税金負債の１億１千４百万円の減少、退職給付引当金の８千４百万円の減少等に 

 より固定負債が１億４千７百万円減少し、負債合計は前連結会計年度末に比べ４億９千５百万円減少し、２ 

 ２６億４千１百万円となりました。 

  純資産は株主資本合計が３億６千３百万円増加しましたが、その他有価証券評価差額金が４億５千６百 

 万円減少したこと等により、純資産合計は前連結会計年度末に比べ２千７百万円減少し、１０２億６千５ 

 百万円となりました。 

  
キャッシュ・フローの状況 

  当第２四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は４８ 

 億５千万円で前年同期末と比べ１７億９百万円の増加となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は７億６千１百万円（前年同期は２千４ 

 百万円の増加）となり、これは主に税金等調整前四半期純利益の計上等によるものであります。この結果、 

 前年同期と比べて７億３千６百万円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は２億５千３百万円（前年同期は１億７ 

 千９百万円の減少）となり、これは主に有形固定資産の売却による収入等によるものであります。この結 

 果、前年同期と比べて４億３千２百万円の増加となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は４億７千７百万円（前年同期は１千７

百万円の増加）となり、これは主に長短借入金の返済による支出が、短期借入れによる収入を上回ったこ

と等によるものであります。この結果、前年同期と比べて４億９千５百万円の減少となりました。 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

 国内経済の先行き不透明感から、引き続き景気は弱含みで推移すると見込んでおります。このような状

況下で当社グループは、和装事業が再建の方向に向かい、洋装事業やその他の各事業部門も主として、益

率の改善、経費節減効果が寄与し、減収ながら損益は大きく改善傾向を示しております。第３四半期以降

も改善傾向は続くものと想定し、損益を中心に通期見通しを変更致しました。 

 

平成 23 年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 22 年 4月 1日～平成 23 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

31,500 

百万円 

700 

百万円 

600 

百万円 

100 

円 銭 

2.51 

今回発表予想（Ｂ） 31,500 1,300 1,300 650 16.37 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 600 700 550 ― 

増減率（％） ― 85.7 116.7 550.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年 3 月期） 
34,243 532 492 △293 △7.38 
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（ご参考）平成 23 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 22 年 4 月 1日～平成 23年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,300 

百万円 

650 

百万円 

500 

百万円 

150 

円 銭 

3.73 

今回発表予想（Ｂ） 2,300 650 500 600 14.96 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 450 ― 

増減率（％） ― ― ― 300.0 ― 

前期実績 

（平成 22 年 3 月期） 
2,189 631 281 △1,096 △27.29 

連結業績予想の修正については、本日（平成 22 年 10 月 29 日）公表の「平成 23 年 3 月期第 2 四半期連結

累計期間の業績予想値と実績値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。 

 
２．その他の情報 
（1）重要な子会社の異動の概要 
    該当事項はありません。 
 
（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 
  ①簡便な会計処理 
    一般債権の貸倒見積高の算定方法 
     当第 2 四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
  ②特有の会計処理 

税金費用の計算 
税金費用については、当第 2 四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 
なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

 
（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 
第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年

3 月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成

20 年 3 月 31 日）を適用しております。 
これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益には影響はありませんが、税金等調

整前四半期純利益は 27 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務

の変動額は 27 百万円であります。 
   ②ロイヤリティの費用配分方法の変更 
       第 1 四半期連結会計期間より、ホームファニシング事業に係るライセンス料について、従来は発生時

に全額を費用計上しておりましたが、たな卸資産として資産計上する方法に変更しております。この変

更は商品残高に対するライセンス料の比重が高まってきたことによる期間損益計算の一層の適正化を

図るためのものであります。 
    この変更により、当第２四半期連結累計期間のたな卸資産は 74 百万円増加し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益が同額増加しております。 
       なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 
  
（4）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 
   該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,860 4,326

受取手形及び売掛金 5,914 6,100

有価証券 101 481

たな卸資産 3,411 3,391

繰延税金資産 11 11

その他 399 297

貸倒引当金 △81 △65

流動資産合計 14,618 14,544

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,452 3,580

土地 10,422 10,564

その他（純額） 508 223

有形固定資産合計 14,383 14,368

無形固定資産   

その他 60 63

無形固定資産合計 60 63

投資その他の資産   

投資有価証券 3,073 3,691

繰延税金資産 75 54

その他 1,051 1,047

貸倒引当金 △354 △338

投資その他の資産合計 3,844 4,454

固定資産合計 18,288 18,886

資産合計 32,907 33,430

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,246 6,177

短期借入金 7,862 8,369

未払消費税等 68 105

未払法人税等 380 169

繰延税金負債 16 16

返品調整引当金 72 100

役員賞与引当金 － 1

その他 607 662

流動負債合計 15,254 15,603
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 3,900 3,850

繰延税金負債 1,787 1,901

負ののれん 17 25

再評価に係る繰延税金負債 16 16

退職給付引当金 606 691

役員退職慰労引当金 202 208

資産除去債務 27 －

その他 828 839

固定負債合計 7,386 7,534

負債合計 22,641 23,137

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,829 2,829

資本剰余金 2,415 2,415

利益剰余金 728 364

自己株式 △121 △120

株主資本合計 5,852 5,488

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △146 309

繰延ヘッジ損益 △27 －

土地再評価差額金 4 4

為替換算調整勘定 △16 △12

評価・換算差額等合計 △185 301

少数株主持分 4,598 4,502

純資産合計 10,265 10,293

負債純資産合計 32,907 33,430
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(2) 四半期連結損益計算書 
(第２四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 17,327 15,844

売上原価 12,234 10,734

売上総利益 5,092 5,110

返品調整引当金繰入額 68 72

返品調整引当金戻入額 82 100

差引売上総利益 5,106 5,137

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 190 209

旅費及び交通費 339 296

荷造運搬費 378 357

貸倒引当金繰入額 △27 32

給料 1,860 1,696

賞与 196 185

退職給付引当金繰入額 115 19

役員退職慰労引当金繰入額 9 7

福利厚生費 408 360

業務委託費 279 196

減価償却費 62 58

賃借料 215 104

その他 746 656

販売費及び一般管理費合計 4,774 4,181

営業利益 332 956

営業外収益   

受取利息 39 28

受取配当金 20 30

保険配当金 17 9

受取保険金 － 0

負ののれん償却額 8 8

為替差益 0 4

その他 41 27

営業外収益合計 126 109

営業外費用   

支払利息 121 111

手形売却損 2 9

その他 17 7

営業外費用合計 141 128

経常利益 317 936
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

特別損失   

固定資産売却損 － 21

投資有価証券評価損 30 14

敷金放棄損 69 －

リース解約損 63 －

仕入先に対する返還金 54 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 27

特別損失合計 218 63

税金等調整前四半期純利益 99 873

法人税、住民税及び事業税 69 388

法人税等合計 69 388

少数株主損益調整前四半期純利益 － 484

少数株主利益 105 120

四半期純利益又は四半期純損失（△） △75 364
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 99 873

減価償却費 126 124

負ののれん償却額 △8 △8

有形及び無形固定資産除却損 7 0

投資有価証券減損損失 30 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 32

退職給付引当金の増減額（△は減少） △7 △84

その他の引当金の増減額（△は減少） △62 △34

受取利息及び受取配当金 △59 △58

支払利息 121 111

有価証券売却損益（△は益） 1 △0

為替差損益（△は益） △0 △4

固定資産売却損益（△は益） － 21

売上債権の増減額（△は増加） 546 205

たな卸資産の増減額（△は増加） 609 △20

仕入債務の増減額（△は減少） △1,045 △30

未払消費税等の増減額（△は減少） 27 △35

その他 △21 △145

小計 328 959

利息及び配当金の受取額 67 69

利息の支払額 △122 △111

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △249 △155

営業活動によるキャッシュ・フロー 24 761

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 5 －

有価証券の取得による支出 △860 －

有価証券の売却による収入 940 380

有形及び無形固定資産の取得による支出 △114 △311

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 180

投資有価証券の取得による支出 △200 △0

投資有価証券の売却による収入 5 0

貸付けによる支出 △0 △7

貸付金の回収による収入 1 3

その他の支出 △2 △0

その他の収入 47 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △179 253
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,798 1,535

短期借入金の返済による支出 △1,655 △1,542

長期借入金の返済による支出 △100 △450

リース債務の返済による支出 △16 △10

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 0 0

配当金の支払額 △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △8 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー 17 △477

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132 533

現金及び現金同等物の期首残高 3,273 4,316

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,141 4,850
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（4）継続企業の前提に関する注記

   該当事項はありません。

（5）セグメント情報

 【事業の種類別セグメント情報】

　前第2四半期連結累計期間（自　平成21年4月1日　　至 平成21年9月30日）

（1）外部顧客に対する
　売上高
（2）セグメント間の
　内部売上高又は振替高

計 5,986 4,910 1,364 2,341 546 2,872 18,021 (694) 17,327

6,202 4,667 1,520 2,014 375 2,771 17,552 (557) 16,994

△ 216 242 △ 156 326 170 100 468 (136) 332

（注）１　事業区分は事業の内容により和装事業、洋装事業、ホームファニシング事業、陳列用器具の賃貸業、建物の賃貸業及び

　　　　その他の事業に区分しております。

　 ２　各事業の主な内容

（イ）和装事業 ･･････････ 振袖、留袖、訪問着、小紋、紬、帯、祝着、ゆかた、毛皮・皮革製品

装身具、宝石、貴金属等

（ロ）洋装事業 ･･････････ 婦人服、婦人セーター・ブラウス、紳士服、紳士セーター、カジュアルウエア、

ユニフォーム、販促用商品、子供・婦人服地、ホームファブリック等

　　　（ハ）ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ事業････････ タオル、ホームファニシング製品

　　　（ニ）陳列用器具の賃貸業 ･･･陳列用器具の賃貸及び販売、内装仕上工事

　　　（ホ）建物の賃貸業･･････････ 建物の賃貸

　　　（へ）その他事業 ･･････････ 清水器、電気器具、健康機器、倉庫業、ビルメンテナンス業、広告宣伝業等

 【所在地別セグメント情報】

　前第2四半期連結累計期間（自　平成21年4月1日　至　平成21年9月30日）

　　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略して

　おります。

 【海外売上高】

　前第2四半期連結累計期間（自　平成21年4月1日　至　平成21年9月30日）

　　海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

 【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　　当社グループの報告セグメントは当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社取締役会が、

　経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　当社グループは当社統轄の下、主に報告セグメント単位に連結子会社を構成し、取り扱う商品・サービスについて、各連

　結子会社において包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　　したがって、当社グループは連結子会社を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されており、「和装事業」、

　「洋装事業」、「ホームファニシング事業」、「陳列用器具の賃貸業」、「建物の賃貸業」及び「健康・生活事業」の６つ

　の報告セグメントとしております。

　　「和装事業」は、和装関連商品の加工及び販売をしております。「洋装事業」は、洋装関連商品の企画及び販売をしてお

　ります。「ホームファニシング事業」は、ラルフローレンブランドのホームファニシング商品の加工及び販売をしております。

　「陳列用器具の賃貸業」は、陳列用器具の賃貸及び販売と内装仕上工事をしております。「建物の賃貸業」は、自社保有の

　建物の賃貸をしております。「健康・生活事業」は、健康・環境分野の生活関連機器の企画及び販売をしております。

2,239

売上高

営業費用

1,352

12

営業利益又は営業損失（△）

4,904

（単位：百万円）

5,977

(694)145 －419 694

17,327

9 5 102

－401 2,452

和装事業 洋装事業
陳列用器具の 建 物 のﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業 賃 貸 業
連  結

賃 貸 業 は 全 社
その他事業 計

消 去 又

17,327
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第2四半期連結累計期間（自　平成22年4月1日　　至　平成22年9月30日）

（1）外部顧客に対する
　売上高
（2）セグメント間の
　内部売上高又は振替高

計 5,140 3,910 1,246 2,439 681 2,493 15,912 357 16,269

△ 40 155 60 368 342 82 968 25 994

（注）1「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、倉庫業、研修センター運営事業等を含んでおります。

　　　2「会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要」に記載の通り、第1四半期連結会計期間よりロイヤリティの費用配分

　　　　方法を変更しております。これによりホームファニシング事業の営業利益が74百万円増加しております。

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）
　当第2四半期連結累計期間（自　平成22年4月1日　　至　平成22年9月30日）

利益

報告セグメント計 968

「その他」の区分の利益 25

セグメント間取引消去 5

全社費用（注） △ 44

四半期連結損益計算書の営業利益 956

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年3月27日）及び

「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年3月21日）を適用しております。

（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　 該当事項はありません。

133239

セグメント利益又はセグメ
ント損失（△）

2924

15,84415,620 223

4254 0 11 32

442 2,4891,235 2,4075,136 3,910

賃 貸 業 賃 貸 業 （注）1

売上高

報告セグメント

（単位：百万円）

和装事業 洋装事業
ﾎｰﾑﾌｧﾆｼﾝｸﾞ

事 業
陳列用器具の 建 物 の 健康･生活

事 業
計

その他
合　計

（単位：百万円）

金額
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